
診るポイント 口腔環境は誤嚥リスク・栄養状態に
大きく影響

口腔環境を整える🟰誤嚥予防・嚥下機能改善・栄養状態の改善



まず確認 食形態の検討
必要に応じてVF・VE評価

水で確認

各スクリーニングの結果➕全身状態・口腔状態に合わせて
「安全に食べられるか」を総合的に判断

最終判断



嚥下造影検査（VF）　嚥下内視鏡検査（VE）の重要性

VF・VEは“誤嚥があるか”を診る検査ではなく、
“なぜ誤嚥するか”を探す検査

全体の流れを診る 咽頭残留・分泌物


